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第V章 玉
HH

中名 I・ V遺跡では古代・中世～近世の長期に渡り、当該地域が人々の居住や生産の場であったこ

とが明らかとなった。今回報告した調査区域の北側には中名V・ 中名Ⅵ遺跡が続 く。西側には道場

I・ Ⅱ遺跡、東側は中名Ⅱ・持田 I遺跡がある。こうした周辺遺跡の様相も踏まえ、遺構や遺物、集

落の様相をとらえていく必要があろう。しかし、今後報告される部分も多く、現時点では調査区域内

における遺構変遷を主に示しておきたい。

1 古代

調査区域内では7世紀代の遺物は須恵器が 1点あるのみで、 8～ 10世紀前半の出土遺物がほとんど

を占める。遺構の多くもこうした時期幅の中で形成されていったと考えられる。各遺構からの出土遺

物、遺構の重複関係や配置を基にして、建物を中心とした遺構の変遷を考えた。

I期 〔S106・ 09。 10〕

B4地区北側で礫層を避けて竪穴建物が 3棟構築される。これら3棟からは内外面ハケメ調整の煮

炊具が出土する。共伴する須恵器やロクロ成形の土師器甕から8世紀前半としておく。建物群の北側

にはS D3347、 B4S地区の南端には近世まで続くS D3550の 自然流路が存在する。

I期 〔S102・ 04・ 05・ 07・ 08〕

Ⅲ期 〔束西棟の掘立柱建物 S B02・ 03、 集石遺構 S X3353〕

V期 〔南北棟の掘立柱建物 S B01,04・ 05、 柵列 S A04、 集石遺構 S X3348・ 3349〕

Ⅱ～Ⅳ期は8世紀中頃から9世紀前半の時期幅の中で変遷する。遺構の切り合いから、S106<S
105、 S107・ 09,10<S B02、 S B03<S X3348。 3349と なる。さらに、 S X3348の成因はSB
04・ S A04の 構築による可能′陛が高く、 S B03<S B041こ なる。加えて、S X3353は S B03構築時に

礫を片づけた結果として出来たと考えられ、S B03と S X3353は 併存していたことになる。また、主

軸方向が異なる掘立柱建物は近接しており、同時併存とは考えにくく、主軸方位を同じくする建物が

□
Ⅲ期

踵霊置翻V期

|||IV期

A

第196図 古代遺構変遷図
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第V章 結 語

併存 した可能性が残 る。これらか ら、竪穴建物から掘立柱建物へ と変化する、 Ⅱ～Ⅳ期の変遷 を考え

た。ただ し、 Ⅱ～Ⅲ期では、掘立柱建物 十竪穴建物 (S B03+S105・ 07)の段階があ り、その後、

掘立柱建物 2棟 (S B02・ 03)と 変遷 したとも想定できる。

V期 〔S101・ 03、 S K2056、 S B06、 畠〕

S103は 9世紀前半で、Ⅳ期のS B04よ り後出する。S101は須恵器杯の形態や、タタキ痕が残る

土師器甕から9世紀中頃まで時期が下がる。S B06と 隣接する畠は、周辺の包含層中からロクロ成形

の土師器椀の出土が多く、10世紀前半頃としておきたい。調査区内で見る限り、V期の建物は単独で

存在している。調査区北側では自然流路や包含層から9世紀後半以降の遺物が多く出土しており、V

期では建物群が形成される居住域が調査区域タトヘ移動した可能性もある。

2 中世～近世

掘立柱建物の柱穴から出土遺物はいくつか確認されるものの、破片資料のみである。意図的な埋納

による遺物はなく、柱穴出土の遺物のみから建物時期を判断することは難しい。そのため、建物以外

にも出土遺物のある溝・井戸・土坑等の年代観や、遺構の重複関係を基にして変遷を考えた。

I期 〔12世紀後半～13世紀前半〕 :B3地区で、礎石建物S B10と S A07、 掘立柱建物 S Bll、 S

K l104が ある。建物の東側は砂層が堆積 し埋没した中世以前の谷部分で、南北方向に溝 S D 1900～

1903が走る。B3地区の西半分にも同時期の遺構が存在する可能性はあるが、復元工事の影響深度の

関係で未調査となる。ただし、礫層まで掘削し、調査したB4・ B4S地区では当該期の遺構は確認

されないため、西側にはあまり広がらない範囲で遺構が形成されたと思われる。また、調査区域西側

のA2,C地 区では、当該期から15世紀後半頃までの遺構は形成されなかった。基本層序では礫層上

から砂層の堆積があり、低湿な状態が長く続いたと思われる。この他にBl地区でS B09,08、 SA
06がある。S D2172は この時期から流路を変えつつ存続していく。当期では流路 cを 考えておく。 S

D3550は古代から存続している。 S D 1900。 1901や S Kl104等 の出土遺物から、12世紀後半～13世紀

前半を考えておく。

Ⅲ期 〔13世紀〕 :B地区全体で遺構が確認され、二つの小期に分けられる。

① :I期 の建物と近い主軸方位、もしくはそれに直交する方位を示す建物S B12～ 14・ 16～ 18か ら

なる。他に柵列 S A08・ 09。 13、 木組井戸 S E 1269、 I期から継続するS Kl104、 I期の礎石建物 S

B10を破壊して作られるS D 1712がある。 S D 1712に 平行するS D 1420～ 1422と の間は道と思われ、

V期 まで継続する。B2地区水路部分の溝群はこの段階から掘削され、何度か掘り直しが行われつつ

存続する。これらの遺構は I期 より後出するが、13世紀前半代になると思われる。

② :S Dl13・ 119・ 1199,2119。 2948。 2550,3579を 区画溝とする。掘立柱建物はS B15。 20～

24・ 28～ 30。 35で主軸方位を区画溝と平行、もしくは直交させる。S D2172は 流路bと し、東肩には

S A15に より護岸がなされる。S B22は S D2172 bに 近接し、流路に沿った主軸方向となる。 S B22

の南側の区画となるS D25501よ S D2172 bに 直交するような配置となる。自然流路を生かしつつ、溝

とともに区画を作る。S B35に は一部を石組で補強した木組井戸 S E4120が伴う。13世紀後半を中心

とする時期を考えておく。

Ⅲ期 〔14～ 15世紀〕 :三つの小期に分けられる。

① :Ⅱ ―②期の区画滞に対して、やや西に角度を変えた S D 1229。 1709。 1710・ 2704に より区画さ

れる。これらの溝は出土遣物から、15世紀前半には埋没していると思われる。区画内の石組井戸SE
1208,1304・ 1305。 1308は この段階に位置づけておく。建物が明らかでないが、東西約50m、 南北約

75σ
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45mの範囲が区画 され、その内側 に石組井戸 も作 られる。14世紀代 には居住域 として利用 されていた

と思われる。 S D2371は 底部出上の遺物か ら同様の時期 と思われ、 S D23711こ よる区画内の S B26・

27も 同時期 となる。特別に区画された仏堂のような存在 と考えられる。

② :Ⅲ 一①期の区画溝埋没後に作られたS B31・ 32がある。他にS B19・ 33、 B6地区の S B37・

38と なる。建物は側柱と構造を変え、溝による区画は確認されない。15世紀前半となる。

③ :B6地区S B36。 S E4132、 B3地区S Kl159、 C地区の石列 S X5469、 A2地区S D4501・

4568が当てはまる。A2・ C地区でも遺構の形成が始まる。A2地区では墓竣、C地区では石列が検

出され、これらの調査区やその周辺は墓域や宗教的な施設があったことが考えられる。出土遺物から

15世紀後半となる。

V期 〔16世紀〕 :遺構の分布はB6地区・A2地区 。C地区を主体とする。B6地区とB2地区の

一部では、側柱の掘立柱建物S B39～ 43と 石組井戸 7基がある。建物は溝により区画されている。溝

と建物の重複があり、少なくとも1度は建物・区画の変更があつたと思われる。A2・ C地区では東

西方向の溝で区画される。A2地区では、Ⅲ一③期に作られた溝が徐々に埋没していく途中である。

C3地区では区画内にS B49～ 51があり、石組井戸 S E 5301・ 5223が付属する。出土遺物から区画溝

はC3地区で16世紀後半、C2地区で17世紀初頭にはほとんど埋没している。

V期 〔17世紀〕 :B2・ 3・ 4・ 4S地区の範囲に畠が作られ、近接して掘立柱建物S B44や 土台

建物の一部と思われるS K658がある。畠を区画する溝にはⅡ期～Ⅳ期の区画溝や、調査前の現況田

の地割りと共通する部分も存在している。中世の地割りから、近世～現代の地割りへと変化する過渡

的な状況を示している。大2地区ではS X4502が土台建物の基礎となり、石組井戸 S E4503・ 4577や

排水施設 S X4509が確認される。土台建物基礎部分の出土遣物から、17世紀後半と思われる。埋没し

た S D4501の 北側に沿って道路状遺構 S F4579があり、同じく埋没した S D 4568内 には墓墳 SX
4562・ 4563が作られている。C地区ではS B45～ 48が確認される。建物の前後関係が不明であるが、

少なくとも2時期の変遷がある。建物が切る井戸や土坑からは越中瀬戸や肥前陶磁器が出土しており、

建物の構築時期は17世紀初頭以降と考えておく。

3 小結

中名 I・ V遺跡は8世紀から遺構の形成が始まる。周辺の遺跡では、中名Ⅵ遺跡に7世紀代の竪穴

建物、やや離れた砂子田 I遺跡では6世紀代に遡る遺物が確認されている。今回報告した遺構群に先

行する遺構・遣物が周辺の遺跡から発見されており、徐々に扇状地上への開発が進んできた様相が窺

える。 9世紀後半以降では中名Ⅱ遺跡や中名V遺跡D2地区で遺構・遺物が確認される。この時期で

は点在した遺構分布を示し、 8世紀代の重複した遺構のあり方とは異なる。集中・継続的な土地開発

の後、維持管理を目的とした小集団の経営へ移行されたのだろうか。いずれにせよ、集落のあり方に

変化が起きたと言えよう。

中世以降では、12世紀後半から17世紀までの遺構 。遺物が確認されている。12世紀後半には礎石建

物が確認され、惣堂のような役割が想定される。13～ 14世紀では、総柱の掘立柱建物を中心とした遺

構は調査区南側の範囲に多く、溝による区画がなされていく。中世前半では区画溝による居住空間が

創出され、掘立柱建物が作られていく様子が確認された。建物の規模は30ポ を主体とし、他に50♂前

後と100♂程の建物が散見される。15世紀以降は側柱の掘立柱建物となる。また、仏堂と思われる建

物や墓墳などの宗教的な施設・空間が設けられていく。建物は25♂前後が主体で、最大でも約50だ と

なる。中世前半から後半にかけて、建物の構造変化や規模縮小が認められた。16世紀後半～17世紀に
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第V章 結 語

かけては、それまで居住域であった範囲が耕地へ と変わる。また、建物は狽1柱で20♂程の掘立柱建物

の他 に、建物の一部 に石列の基礎 を有する形態や、コの字状の石列 を上台 とする建物が認め られる。

中世後半か ら近世初頭 にかけて、建物構造や利用する居住域が変化 してい く様相 を追 うことが出来た。

4 お わ りに

今回、報告するに際し、発見された遺構や遺物に関する事実記載に重きを置いた。それは、先述し

たように、中名V遺跡北側部分や中名Ⅵ遺跡、道場 I・ Ⅱ遺跡といつた周辺遺跡の報告がなされた段

階で、今回報告した遺構群も含めた評価を行う必要があると考えたからである。そのため、遺構・遺

物に対する十分な考察は行っていないままではあるが、今後の調査報告の中でその責務を果たしてい

きたいと思っている。                                 (青 山 晃)
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全景 (古代)

1.B4地区 全景 (北から) 2.B4地区北側 (南東から)



竪穴建物 (古代 )

1.S101(南 から) 2,S101篭 (西から) 3.SЮ 2(南から) 4,S103(南 から)

5,SЮ3遺物出土状況 (南から) 6,S104(西 から) 7,S105・ 06(南から) 8。 S105篭 (南から)



竪穴建物・掘立桂建物 (古代 )

1,S107(西 から) 2,S107篭 (西から)

5. SB01(1と から) 6. SB04(】ヒ東から)

3。 SЮ8(西から) 4.S109(西 から)

7. SB03(東から)



柱穴 (古代 )

SB03 1. SP3054(南 から)

SB04 5。  SP3276(南 から)

SP3309(東 から)  3. SP3313(南 から)

SP3278(南 から)  7. SP3345(西 から)

4. SP3334(南 から)

SB05 8. SP3280(南 から)

2.

6.
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柵列・土坑 (古代 )

SA01 1。 SP3249(南 から)

5。 SK3201(西から)6.
2. SP3259(西 から) SA02 3. SP3233(南 から) 4. SP3258(南から)

SK3202(西 から) 7.SK3283(南 から) 8.SK3346(南 から)



図版8

清 (古代)

1.Bl地区北側 (南から)2.SD284(西から)3,SD3347(東 から)



図版9

畠・集石遺幡 (古代)

畠 1.B6地区 (南から) 集石遺構 2.SX3353(東 から) 3.SX3348(南 西から) 4.SX3349(南 から)



図版10

Bl地区 全景 (中世)

1.調査区水路部分 (南から) 2.調査区水路部分 (西から) 3.全景 (西から)



図版11

Bl地区 堀立柱建物・土坑・井戸 (中世)

1, SB07(北 西から) 2. SB08(北 西から) 3. SB09(南 から) 4. SK59(南 から)

5。 SK59(西 から) 6。 SEl15礫 出土状況 (南から) 7.SEl15(南から)



図版12

B2地区 全景 (中世)

1.調査区北部 (東から) 2.調査区南部 (北から)



図版13

B2地区 全景 (中世)

1.調査区北部 井戸群 (南から) 2.全景 (南から)



図版14

B2地区 井戸・土坑 (中世 )

1. SE731(】ヒから) 2。 SE734・ 738(南から) 3. SE740(】 ヒから) 4. SK728(西 から)

5.SK728礫出土状況 (東から)

屋
そ
争



図版15

B3地区 全景・礎石建物 (中世下層)

1. 全景 (】ヒから)  2, SB10(】 ヒから)



図版16

B3地区 全景・掘立柱建物 (中世上層)

1. 全景 (西から) 2. SB12(南 から)



図版17

B3地区 掘立柱建物 (中世上層)

1。 SB15(南から) 2.SB16～ 18(北から)


